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平成１８年９月１日 
 

 

日液協ニュース ＮＯ．１８０５－８ 

（平成１８年８月号） 
 

西日本での猛暑に比較して関東地区はまだ過ごしやすい夏でありました。湯沸器の調査につ

いては会員の皆様のご協力によりほぼ調査を終了いたしました。 

あとは対象機器の早期交換を実施するのみです。ご協力宜しくお願い致します。 

９月に入るとＷＧ討論会が始まります。供給開始時点検・調査に絞って点検調査方法、保安

業務の課題等、大いに議論いたしましょう。 

                                                

Ⅰ．日液協の活動報告 

  

１．平成１８年度第１回講習会及び連絡会の開催（８／８） 

標記講習会を開催しました。日液協会員、非会員１２２名の方にご参加頂きました。 

開催日時 平成１８年８月８日（火） １３：３０～１７：００ 

開催場所 芝弥生会館 あかつきの間 

講習内容  

（１）講習会 

①「リスクマネジメント・クライシスマネジメントについて」 

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング㈱  

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業本部経営戦略第 1 部ﾁｰﾌｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ   齊藤 至昭  氏 

②「災害時における対応について」 

(社)全国エルピーガス卸売協会 新潟県支部長 五十嵐 亮造 氏 

（(社)新潟県エルピーガス協会 会長） 

（２）連絡会 

「最近の保安行政について」 

経済産業省 原子力安全・保安院  

液化石油ガス保安課課長補佐 青木   栄  氏 

 

 

☆☆☆平成１８年度第１回講習会及び連絡会アンケート結果について☆☆☆ 

                            アンケート回答数 ：８４ 

 

①本日の講演で一番興味を持った講演内容は？ 

リスクマネジメント・クライシスマネジメントについて 27.6％ 

災害時における対応について 34.5％ 

最近の保安行政について 37.9％ 
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②講習会の開催希望時期について 

４月 14.3％ 

７月 20.3％ 

８月 11.3％ 

９月 5.3％ 

１０月 6.8％ 

２月 4.5％ 

３月 19.5％ 

現状（7～8 月・3～4 月）でよい 3.8％ 

③開催回数について 

年１回 7.8％ 

年２回 76.6％ 

年３回 6.5％ 

現状（年２回）でよい 6.5％ 

 

④講習会及び連絡会のご感想及びご質問について 

○リスクマネジメント・クライシスマネジメントについて 

最近特に耳にするようになったリスクマネジメントについて、説明頂き、特にタイムリ

ーであったことに感謝します。 

リスクマネージメントについて、今後の業界向けの構築を期待しております。 

リスクマネジメントの話は、今後危機管理、保安上大切だと感じました。 

リスク管理は必要であることはよく理解できる。具体的な事例を挙げて危機管理、リス

ク管理の実態を教えてもらえれば・・・・。      

 

○災害時における対応について 

新潟の中越地震の災害時対応についての講演は、実際の経験に基づいた発表であり、良

い講習になった。         

地震時の災害報告が今後の災害対応に有効であると感じた。 

２年前の地震災害でのマスコミで報道されなかった苦労を肌で感じた。災害に強いＬＰ

ガスを真の意味で業界全体で浸透させる必要性を改めて感じた。  

新潟県ＬＰガス協会 会長さんの話を聞いて、誇りと情熱を持って仕事をしている人の

話、事実と風刺を込めての話は興味を持って聞け、主張にも賛同できた。 

 

○最近の保安行政について 

保安行政についても青木班長よりの的確なお話で意識づけとなった。 

パロマの今後の処置、まさにリスクマネジメントが重要であり、どの様にするか注目。 

青木班長の保安対策指針のポイント再確認が有り難かった。 
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⑤今後希望する講習会の内容 

ＬＰ事業者用リスクマネジメントマニュアルの説明会は必ず行って欲しい。 

実際に経験された会社のリスクマネジメント（実体験）を聞きたい。 

行政の動きについては、もっと時間を配分しても良いのでは？ 

保安行政のポイント、また今後の方向性などについて定期的な情報提供の場として期待

する。 

やはり五十嵐さんや青木さんのように実体験のお話が聞いていて大変おもしろいし、興

味がわくと感じた。         

オール電化対抗にどのように取り組んでいるか、どのように取り組めばよいかを中心に

した講習会。 

燃料電池や太陽光発電等の最新技術の動向等について 

人材育成や、今後のガス業界の講習を希望します。 

近年の業界の動向に基づく、テーマに合わせた講習を要望致します。 

通達・例示基準についての説明、解釈等、法令の勉強。 

新機種・新方式関係の情報・説明。 

事故例をモデルにその原因と対策を考える。 

立入における不適合事項の具体例 

バルクの保安についての講習。 

技術的な講習を希望。 

需要開拓や、その成功事例など。 

 

等、たくさんの感想をいただきました。このアンケート結果を参考に、より充実した講習

会連絡会にして参りたいと思います。 

 

 

 ２．今後の日液協の活動計画 

 （１）ＷＧ討論会 

①開催期日 

グループ 開 催 期 日 出席予定人数 

Ａ 平成１８年９月 ５日（火）～ ６日（水） ２８名 

Ｂ 平成１８年９月 ７日（木）～ ８日（金） ２６名 

Ｃ 平成１８年９月１４日（木）～１５日（金） ２９名 

 

②開催場所    「ベルビュー南熱海」 東京実業健康保険組合 

静岡県熱海市網代５９１－８９ 
 

③討論テーマ 「保安業務における課題」 
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④スケジュール 

 時 間 項 目 内 容 

13:00 集 合  

13:30～13:45(15分)  ○主査挨拶（ＷＧ討論会趣旨説明） 
○参加者自己紹介 

13:45～14:45(60分) 経済産業省 ○最近のＬＰガス保安行政について 
○連絡通達事項・質疑応答 

第 

１ 

日 

目 
15:00～17:00(120分) ＷＧ討論会 ○『供給開始時点検・調査作業における課題』 

 9:30～12:00(150分) ＷＧ討論会 ○『保安業務における課題』 
 （アンケート結果に基づき検討） 

12:00～13:00 昼 食  

第 
２ 
日 
目 13:00～14:20(80分) ＷＧ討論会 ○まとめ 

 

 

 

  


